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研究成果の概要（和文）： 

比較的質の高い論文を紹介する ACP Journal Club に掲載された診断検査に関する臨床論文
の目的、方法、結果部分の文章を国際的に提唱された記載要件（STARD initiative）に沿って
文章を抽出した。提唱後も不十分な記載項目がみられ、記載要件をガイドとした支援システム
は有用と考えられた。これら文章の電子化をもとに、要件に関連した例文および多用される用
語の検索、診断特性推定の機能を有する支援システムを開発し、今後の実用化が期待された。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We archived electronically texts in the part of methods and results of published articles 

for primary studies of diagnostic tests which were cited in ACP Journal Club after we 

classified the sentences according to the checklist of the STARD initiative. As the results, 

much room for improvement of writing in some parts still remained even after the proposal 

of STARD. We developed the supporting system for writing high-quality articles which had 

function to search example of texts and collocation from the archives as well as those of 

estimating diagnostic accuracy from the results of studies. Development of the succeeding 

system for practical use is future subject. 
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１．研究開始当初の背景 

診断を目的とした多数の日常臨床の中で

頻用され、不可欠なものとなっており、また、

医療技術の発展により、新たな検査手法の導

入も盛んになされている。しかし、その結果

を 判 断 す る 際 の 根 拠 と な る 質 の 高 い

Evidence が少ない状況にあることが指摘さ

れ、また、それらの研究に内在するバイアス

が感度、特異度などの診断特性に影響が大き

いことが明らかにされている。 
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一方、研究デザインが適切であっても、必

要な情報が欠落しているため十分な批判的

吟味ができず、その情報が臨床の場で生かさ

れない論文も少なくない。これらが効率的、

効果的な検査の使用の大きな障害となって

いるともに、その臨床的効果の明らかでない

新規検査が現場に少なからず出されている

原因にもなりうるものである。2003 年に診

断検査関連論文により質と可用性の高いエ

ビデンスが提供しうるように The STARD 

Initiative による記載要件（チェックリスト）

が提案され、以後、各種の主要な医学雑誌に

おいて論文投稿の基準となっている。 

このような背景から、臨床現場で活用でき

る論文の作成には、研究時のバイアスの有無

や対象集団の特性などが評価できる記載が

重要であり、その記載要件を踏まえ研究デザ

イン時から研究支援を行うシステムの開発

は重要と考える。 

 

２．研究の目的 

本研究では、以下の点を目的とした。 

(1) ACP Journal Club などエビデンスレベ

ルの高いと評価された診断検査に関する論

文の収集、調査し、簡潔にしかも必要な情報

が網羅された論文作成に必要な要件とその

具体例を抽出し文例集（コーパス）を作成す

る。 

(2) (1)の結果をもとに検査診断研究の論文

作成支援プログラムを開発し、その評価を行

う。 

 

３．研究の方法 

(1) 診断検査論文からのテキスト取得 

比較的質の高い論文として 2010 年４月時点

までに ACP Journal Club に掲載された診断

検査のシステマティックレビューなどの二

次論文を除く原著論文について、テキスト取

得を行った。取得部分は、目的、方法、結果

部分のテキスト部分であり、 Microsoft 

ACCESS 上でデータベースを構築した。 

(2)質の高い診断検査論文とするための要件

の抽出 

内的、外的妥当性の高い診断検査論文の要件

を明らかにするために STARD initiative を

初めとして 13 の論文を MEDLINE より検索し

要件の統合を行った。 

(3)(2)の内容をもとに(1)で電子化した方法、

結果部分を要件毎に文章を抽出し、論文毎に

項目の充足の有無を調査した。また、これを

もとに要件毎に動詞を中心に頻用の用語、用

法を WORDSmith®等のツールを用いて抽出し

た。 

(4)(3)から得られた文章をそれぞれの要件

の例文として診断検査の論文作成を支援す

る Web システムを Active Server Page(ASP)

を用いて構築した。加えて、STARD Initiative

による項目毎のガイド、診断特性推定におけ

る信頼区間計算、RCO 曲線解析機能を追加し

た。 

 

４．研究成果 

(1)読者に妥当性評価を可能とする論文の要

件 

読者が内的妥当性、外的妥当性を評価でき

る要件として、方法においては、研究実施の

セッティング、対象の組み入れ、除外基準、

収集方法、倫理的配慮と参加同意取得、適切

な参照基準とその実施、目的検査の技術的内

容、結果の解釈と陽性基準、参照基準および

目的検査の解釈時の他の情報のマスキング、

目的検査の再現性(精密度)など、結果におけ

る実施期間、対象となった患者の人口統計学

的、臨床的特徴、目的疾患の罹病率、診断特

性と信頼区間あるいは２×２表の提示、サブ

グループにおける診断特性の記述であった。



 

 

これらは、事前の予定患者数などを除いて、

STARD initiativeのチェックリスト項目に一

致するものであった。 

(2) 項目別の記載状況 (図 1) 

 ACP journal club を元に診断検査関連の論

文（出版年：1990～2010 年）で取得可能であ

ったのは 106 論文で STARD Initiative が出

された前（93 論文：赤帯）後（13 論文：緑

帯）で項目毎の記載率を見たものを図１に示

す。記載率は、2003 年以降で全体に改善が見

られるが、検査の再現性、参照基準と目的検

査の実施状況、実施者のトレーニングや専門

性についての記載が少ない状況であった。 

図１ 2003 年を境とした要件毎の記載状況変化 
 

(3) 英語論文における頻用用語について 

診断検査関連の論文作成にあたって、記載す

べき要件毎に頻用される表現では、方法部分

で 対 象 者 の 収 集 につい て は 、 ”include 

in”, ”exclude from”, “refer for”、 ”recruit 

from”など、目的検査、参照基準などの方法

については、“perform(by, at, in, with, using, 

for)”、use(of , for, in, as)、”define as”、

“obtain(from, in, by, with, at)、 “limit of”な

ど、検査の実施状況については、”result(of, 

for, from)” 、 “perform(by, on, with)” 、

“define(as, by)”、”use(of, for as, in)”など、デ

ータ集計、解析については calculate(for, by, 

from, as, using)”, “use(of ,for, as, in)”, 

“perform(with, using, by, on, to)” 、

“compare(with, by, to)”などの頻度が多かっ

た。また、結果部分の対象集団の特性につい

て は 、 ”present(in, within, with, at)” 、

“shown(in, by)”、 “diagnose(in, by, as, at)”、

“confirm(by, in)”、”compare(with, in, to)”な

ど、診断特性の結果については 、show(in, 

that, to)”、“increase(to, from, in, with)”、

“result(of, for, with)”、“identify(by, on, in)”

などが頻度の高い用語であった。また、全体

では、”use(to, of, for, as, in)”, “perform(with, 

by, in, on, using, at)” 、 “define(as, by, 

in)”,”obtain(from, in, at, by)”、”according to”、

“compared (with, by, to)”などであった。これ

らをもとに代表的な用法の蓄積を行った。 

(4) 論文作成支援システムの開発と評価 

開発した論文作成支援システムの基本部分

は、診断関連の論文の評価を可能とする必要

項目の入力欄からなり、蓄積された電子文書

（英文）からの具体的な例文が示され、かつ、

共起表現、代表的用法（現在、836 例）の検 

索を可能とした。また、研究で得られた診断

特性、尤度比の推定、95%信頼区間の計算を

可能とした。さらに、ROC 曲線描画、曲線

下面積、複数の検査の ROC 曲線下面積の比

較検定も可能とした。(図 2)  

研究会でのシステム紹介時には実際の活

用への期待が大きかったが、Web によるデー

タ漏洩の危惧や同じ英語圏でも用法に違い

があることなどが指摘された。今後、実用に

向けた継続的な例文の蓄積とローカル端末 



 

 

図２ 論文作成支援システムの概要 

 

で単独で稼働するソフトへの移行が望まれ

た。 

本研究で開発したシステムは、新規検査の

臨床導入（保険収載）時の審査システムや他 

の学術論文作成支援にも拡張でき、また、英

文記載に弱点を有する多くの日本人には英

文例を参考にできる利点も有用と考えられ

る。 
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